寿で暮らす人々あれこれ　４３
　寿地区有子所帯の保育所入所…
　寿の子どもたちが保育所に入所するためには、父母に重い腰を上げてもらわなくてはならないが、そのため寿地区にある「横浜市寿生活館」という生活相談所に応援を頼むことにした。入所申込用紙の記入の代書をしてもらうのである。職員たちは、以前から寿の子どもたちの保育所への入所を待ち望んでいたので喜んで協力してくれた。住民票や出生届がなくとも入所手続きには支障がないのだが、お父さんやお母さんは入れないものと思い込んでいたので理解してもらうこと、それ以上に信頼してもらうことが必要だった。
　できるだけ訪問して入所をすすめた。保育所に申し込んだ方々は、夫婦ともにドヤの管理人さんをしている所帯。お父さんかお母さんどちらかが管理人をしている所帯。ドヤを経営している所帯など比較的仕事が安定している所帯が多かった。お父さんが日雇、お母さんがパートで働いている所帯も少しずつ入所申込を出すようになった。共に働いていなくとも「居住環境」を理由にして入所できるよう区役所に理解を働きかけた。
　寿の子どもたちは、夜中でも地区内の道路や職安広場で遊んでいた。親子４人や５人で暮らすにはドヤの３畳や４.５畳の部屋は狭い。寝るときは、頭と足を互い違いにして寝るとか、壁に角材を打ち付けそこに板を並べて作った段に小さい子どもを寝かせるとか工夫をしていた。部屋が狭いので工夫にも限界があった。子どもは夜中目覚めると部屋でじっとしていることなどできない。そんなわけで、子どもたちは夜中でも寒くても外で過ごすしかない。子どもたちは集団で元気に遊んでました。以前、書いたと思いますが、日雇仕事を求め暗いうちから職安に集まる日雇労働者は、子どもたちに注意したり、怒ったりしてそれとなく見守っていました。たき火で牛乳瓶を温めて「おい、飲めよ」と子どもたちにあげている光景もありました。
　暑いときもまた大変。夏の期間、保育所に通う寿地区の子どもの保護者の方々にお願いして、部屋に温度計を置いてもらいました。夜中いつも36度を超える部屋がほとんどでした。当時、エアコンはありません。よく生活していたものと思います。日雇労働者も部屋では到底寝られませんので、屋上にゴザや布団を持ち出して寝ている人もいました。
　一時期、寿福祉センターでは、寿児童公園の前にある寿生活館という市の施設の3階部分を借りて学童保育を行っていたことがあります。小学生の1年から3年までが対象でしたが、学童保育に通う子どもたちは小さい弟や妹を連れてくるようになりました。
あなたはいいけどこの子はダメ、などと断れませんから一緒に学童保育をしていました。学童保育の指導員から、子どもの勉強机にとリンゴ箱（ミカン箱だったか?）にきれいな和紙を張って勉強机にして持っていったところ、その子の父親がこんなもの置けるか、と怒鳴りリンゴ箱を外に放り投げたことがあって茫然としたという話を聞きました。その指導員の話で印象深かったのは、リンゴ箱を置くことができない部屋の生活の大変さを、少しも理解していなかった自分がショックだった、という事でした。
　次回は、保護者の皆さん…
